
高機能広汎性発達障害のある人からの発信

当事者シンポジウム

主催 茨城県・茨城県発達障害者支援センター

左の【参加申込書】に必要事項を記入のう
え、下記までFAXかEメールにてお申し込み
下さい。

＊お断りの場合のみご連絡いたします
【事務局】茨城県発達障害者支援センター

担当 高松・飯田
東茨城郡茨城町小幡北山2766－37

電話 029（219）1222
FAX   029（292）5535

Eﾒｰﾙ ainoie-siensenter@herb.ocn.ne.jp
申込締切 平成19年10月5日（金）必着

【参加申込書】
（ふりがな）

代表者氏名

連絡先 代表者電話番号

（あれば）FAX

Eメール

・当事者 名 ・家族 名

・支援者 名（所属： ）

・その他 名（所属： ）

参加予定者

（該当箇所に
記入）

「発達障害について学びたい」という声にお応えして、知的障害はないけれど社会生活に難しさを抱
えている方たちについての講演会を開催することになりました。

午前の部では、「変光星」や「平行線」の著者であり当事者である森口奈緒美さんをお迎えして、「自
閉症者にとっての感覚とコミュニケーション」についてお話しいただきます。

午後の部では、茨城県内に在住の当事者 3名の方にシンポジストをお願いする予定です。
当事者、保護者、支援者、その他皆様のご参加を心よりお待ち申しております。

【講師】 森口 奈緒美さん

1963年福岡市生まれ。埼玉県立春日部東高校を経
て、現・大宮中央高校を卒業後、日本デザイン専門
学校に入学。その後、放送大学に在学しながら10年
間の在宅生活（ホームステイ等）の間、自閉症やいじ
め・学校問題について、当事者の立場から発言を試
み続ける。主な著書は『変光星』（花風社）、『平行
線』（ブレーン出版）、『高機能広汎性発達障害』（分
担執筆、ブレーン出版）などがある。『変光星』は刊行
当時、新聞やラジオなどで取りあげられて大きな話題
となる。

【お願い】

①駐車場がありますが、有料で減免はありません。混雑も
予想されますので、公共交通機関をご利用ください。
②当日は託児サービスは行いませんのでご了承ください。
③当日の昼食は、休憩時間内に各自でとってください。な
お、会場内は飲食禁止となっておりますので、会場近辺の
レストランなどをご利用ください。

参加無料

【会場】

茨城県県南生涯学習センター

（ウララビル5階 多目的ホール）
〒300－0036 土浦市大和町9番1号

℡ 029ー826－1101

【開催日】 平成19年10月13日（土）
9：30 開場・受付開始

10：00 開会あいさつ
10：15 森口奈緒美さん 講演会

「自閉症者にとっての感覚とコミュニケーション」
12：00 休憩（昼食は各自でとってください）
13：30 当事者シンポジウム

「今話したい当事者の思い」（仮）
16：00 終了
【定員】 ３５０名
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